
○栃
木
県
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
制
定

栃
木
県
規
則
第
三
十
七
号

栃
木
県
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
六
月
三
十
日

栃
木
県
知
事

福

田

富

一

栃
木
県
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
栃
木
県
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
栃
木
県
条
例
第
三
十
一
号
。
以
下
「
条

例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
則
で
使
用
す
る
用
語
の
意
義
は
、
条
例
で
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
）

第
三
条

条
例
第
十
五
条
た
だ
し
書
の
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
機
関
等
に
お
い
て
学
術
研
究
又
は
試
験
検
査
の
用
途
に
供
す
る
た
め
条
例
第
十
五
条
第
一
号
、
第
二
号
及
び

第
四
号
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
場
合

イ

国
の
機
関

ロ

地
方
公
共
団
体
及
び
そ
の
機
関

ハ

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
並
び
に
国
立
大
学

法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
大
学
共
同
利
用
機
関

ニ

独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
及
び
地
方
独
立

行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人

二

国
又
は
都
道
府
県
の
機
関
に
お
い
て
犯
罪
鑑
識
の
用
途
に
供
す
る
た
め
条
例
第
十
五
条
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
に

掲
げ
る
行
為
を
す
る
場
合

三

疾
病
の
治
療
の
用
途
（
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五

年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
十
四
条
第
一
項
又
は
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
承
認
を
受
け
て
製
造
販
売
さ
れ
た
医
薬
品
を
使

用
す
る
場
合
に
限
る
。
）
に
供
す
る
た
め
条
例
第
十
五
条
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
場
合

四

工
業
の
用
途
に
供
す
る
た
め
条
例
第
十
五
条
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
場
合

五

医
事
若
し
く
は
薬
事
又
は
自
然
科
学
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
す
る
医
薬
関
係
者
等
（
医
薬
関
係
者
又
は
自
然
科
学
に
関
す

る
研
究
に
従
事
す
る
者
を
い
う
。
）
向
け
の
新
聞
又
は
雑
誌
に
よ
り
条
例
第
十
五
条
第
三
号
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
場
合
そ

の
他
主
と
し
て
知
事
指
定
薬
物
を
前
各
号
に
規
定
す
る
用
途
に
供
す
る
た
め
に
使
用
す
る
者
を
対
象
と
し
て
同
条
第
三
号
に

掲
げ
る
行
為
を
す
る
場
合

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
人
の
身
体
に
対
す
る
危
害
の
発
生
を
伴
う
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
る
場
合

（
警
告
書
の
様
式
）

第
四
条

条
例
第
十
六
条
第
三
項
の
書
面
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
一
号
の
と
お
り
と
す
る
。

（
広
域
規
制
製
品
を
所
持
す
る
者
の
届
出
事
項
等
）

第
五
条

条
例
第
十
九
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並
び
に
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

二

広
域
規
制
製
品
の
名
称

三

広
域
規
制
製
品
の
数
量

四

広
域
規
制
製
品
の
入
手
目
的

五

広
域
規
制
製
品
の
入
手
方
法

六

広
域
規
制
製
品
の
入
手
年
月
日

２

条
例
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
別
記
様
式
第
二
号
に
よ
る
広
域
規
制
製
品
所
持
届
を
提
出
し
て
行
う
も
の

と
す
る
。

３

条
例
第
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

第
三
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
人
の
身
体
に
対
す
る
危
害
の
発
生
を
伴
う
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
る
場
合

（
収
去
証
の
交
付
）



第
六
条

条
例
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
収
去
は
、
別
記
様
式
第
三
号
に
よ
る
収
去
証
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
身
分
証
明
書
の
様
式
）

第
七
条

条
例
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
四
号
の
と
お
り
と
す
る
。

（
栃
木
県
薬
物
指
定
審
査
会
）

第
八
条

栃
木
県
薬
物
指
定
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う
。
）
に
会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
こ
れ
を
定
め
る
。

２

会
長
は
、
審
査
会
を
代
表
し
、
会
務
を
総
理
す
る
。

３

会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
又
は
会
長
が
欠
け
た
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
会
長
の
指
名
す
る
委
員
が
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

４

審
査
会
の
会
議
は
、
会
長
が
招
集
し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

５

審
査
会
は
、
委
員
の
過
半
数
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

６

審
査
会
の
議
事
は
、
出
席
委
員
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

７

審
査
会
の
庶
務
は
、
保
健
福
祉
部
薬
務
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。

８

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
査
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が
審
査
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。

（
委
任
）

第
九
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
か
ら
第
七
条
ま
で
及
び
別
記
様
式
第
一
号
か
ら
別
記
様
式
第
四

号
ま
で
の
規
定
は
、
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


